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序

本忠は， 北陸高速自動車逍の建設に伴い， 昭和48年度新潟県教育

委員会が調査主体となって発掘潤査を実施した， 西蒲原郡中ノロ村

茶院追跡の発掘調賓の記録である。

本潤査により， 奈良時代から平安時代に及ぷ追物群を検出し， 新

潟平野における造跡様相の一端が明らかになった。近年， 平野部に

おける低湿地帯の調杏が進められているが． 本調査の成果が今後の

研究の 一ll)Jとなれば幸である。

終りに本調査に参加された調査員各位はもとより， 多大の御協力

御援助くだされた地元中ノロ村及び同教育委員会関係者， また計画

から調森実施に至るまで格別の御配慮を賜わった日本道路公団・県

高速道路課 ・燕用地事務所の方々に対し， ここに探甚なる謝意を表

する次第である。

昭和 51年 3月

新潟県教育委員会

教育長厚地 武



例 ＝ロ

1. 本報告書は，北陸高速自動車道の建設によって消滅する埋蔵文化財包蔵地を，

日本道路公団から新潟県が委託を受け，県教育委員会が昭和48年度に実施した新

潟県西蒲原郡中ノロ村茶院造跡の発掘調脊記録である。

2. 出土追物の整理復元作業は県教育庁文化行政課地蔵文化財担当の戦員があた

った。

3. 出土遣物の写真撮影は本間信昭があたり，実測 ・図版の作成は本閻信昭，家田

順一郎があたった。

4. 本報告書は，本1蜀信昭，家田順一郎が分担執筆したもので．文末に執笹者の氏

名を明記した。

5. 発掘調森にあたり．参加者各位ならびに中ノロ村のあたたかい御支援と御協力

を賜わった。また，17本道路公団新渇工m:事務所，原高速道路課，燕用地事務所

から柾々の御配揺を賜わったこ とを記して感謝の意を表したい。
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I 調 査の経 緯

1. 発掘調査に至る経過

近代道路の建設の一環と して 「国土開発自動車道」が計画され，その一路線として昭和46年．

新潟県一富山県一石川県一幅井県一滋賀県に至る北陸邸速自動車道の法線が発表された。新潟

県における北陸高速自動車道は，新潟ー長岡一上越一糸魚）IIを経て岱山県に至るもので，新潟

ー長岡間は新潟平野を通過する。新潟ー長岡間における追跡分布調査では7ヶ所の瑣跡が道路

法線にかかっていることが確認され，茶院造跡もその一つである。

茶院造跡は，新潟県西湘原郡中ノロ村大字打越に所在する追跡で．視況は水田となっているc
（荘I)

昭和25年頃，真島衛氏によって西補原郡一帯の水田地帯の追跡分布調査が行われた。その折,1,

ノロ村打越地内で須恵器が採集され，茶院造跡と呼ばれるようになった。以前．茶院巡跡周辺

には畑地が多くあり，暴れ者の大男 「モス」を退じて埋めたと伝えられる 「モスの塚」と呼ば

れた2甚の塚や，東四に流れる川があった。しかし昭和30年代に行われた大規校ts:1農業構浩改

善巾業によって削平，埋め立てが行われ，現在の水田と化した。その.'i+業のおり，塚からは多

批の人骨が発見されたと言われ，畑地や水田の工事では，たくさんの須恵器，土(:[Ii器などが発

見されたとのことであるが． 当ll~i'発見された遣物のすぺてがすでに散逸 しており 実見すること

ができず，その後はさ＇木を建てる際に掘 っに穴から発見されたといわれる古銭100枚余りが

西村十二氏宅に保管されている。

高速道路法線の発表に伴う遺跡分布調査は，昭和43年から実施され，＇ートノI.J村については山

本仁氏によって第一回の現地調森が行われた。その後，昭和46年，上原甲子郎，存木宏澗壺員

と文化財保設至伊藤正ーによって策2回の視地調壺が実施され，茶院辿跡が道路法線にかかる

ことが確認された。昭和47年，文化財保設室は文化行政課となり，高速道路の遣跡調査は期蔵

文化財担当If副員があたることとなり，同年6月， l掲雅之，本l廿jf言II召．戸根与八郎が現地湖針．を

実施し，造跡の内容範囲及び調杏範囲の決定を行っに。昭和48年5月，金子拓男，本間信昭，

駒形敏朗が再度現地濶査聞き込み調査を行った。昭和48年11月1日，小野栄一，、本lial信llf.1が

中ノロ村教育委員会の協力を得， 土地所有者と発掘濶査の実施に伴う話し合いを行い.11月5

日，再度土地所有者との話し合いを持ち， 了解点に逹し，中ノロ村及び地元打越の方々の協力

を得て．昭和48年11月12日~12月191]までの38Fll'.¥-Jにわたって発掘調査を実施した。

（本l甘l低昭）

註 l 其島衛『西蒲9原郡1村遺跡地名表第 1報』 （孔版）昭和29年
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2. 調査経過

北陸高速自動車道の法線決定に伴う逍跡分布調査の結果，茶院遣跡の一部が法線にかかるこ

とが確認され，新扁県教育委員会は日本道路公団東京建設局と協議を重ね，道路法線にかかる

部分について発掘調査を実施し，記録化をはかることとなった。昭和48年10月，新禍県知事亘

四郎と日本道路公団東京建設局長との間で発掘調査委託契約が締結された。発掘調査主体は新

潟県教育委員会（代表教育長矢野逹夫）がなり，発掘潤査は県教育庁文化行政課埋蔵文化財担

当戦員があたった。発掘調査は用地取得前に実施することとなったため，用地上の問題が難行

したが，土地所有者の協力を得ることができ，昭和48年11月12日~12月19日まで発掘調査を実

施し，出土逍物の整理は昭和49年度に行った。

調査日誌抄

昭和48年11月12日~11月17日 12日，発掘調査器材の運搬を行い，現場プレハプ小屋に点検，

脆理し格納する。午後から発掘調査区域の確認と調査手順打合せを行い，中ノロ村教育委員会，

打越区長に挨拶まわりをする。 13日，調査予定地区東西60m,南北210mにグリッド基本杭を

設定する。 14,15日，調査区域に3x3mのグリッドを設定し，遺跡全娯の写真撮影を行い，

午後から周辺の遺跡調査をする。 16日，調査員，作業員がプレハプ事務所に集合し，調査方法

及び事務説明を行い，発掘作業を開始する。発掘作業は， 58,62, 66, 70ライソのグリッドか

らとりかかり，第3罹黒褐色土層中から須恵器が検出された。 17日， 62,66, 70ライソノ'

ドの発掘作業を継続する。

11月19日~11月24日 19 El, 46, 54, 58, 62ライソのグリッドの発掘作数に箔手したが吹雪

となり作業を続行することができず中止する。 20日，みぞれの中を前日の作業を継統する。 62

C, 58Kグリッドの地表を下約50c111で小礫眉と黒色の泥の罰が検出された。地元の話を総合す

ると旧河川の位置にあたる。旧河川からはずれる各グリッドの第3)爵黒褐色土屑：j..1から土l~li器，

須恵器，中世陶器等が検出され，造物が出土する深炭はほぽ一定している。 54Kでは旧畑地と

水田部の境にあたり，土層の相異がみられる。21~24日， 30~40ライソのグリッドの発掘作業

を行う。 40ライソのグリッドでは泥炭恩があり，泥炭層中からは須恵器と近世陶器が屁在して

検出された。

11月26日~12月1日 26日， 1 ~14ライソのグリッドの発掘作梨を行う。 6S"グリッドでは

第4摺の泥炭閉が東側に紺i斜しており，第5層の灰色粘土層か＇ら須恵器が検出された。 20グ

リッドでは第4層が泥炭層になっており，中世陶器が検出された。 271:1, 14~30ラインのグリ

ッドの発掘作業を行う。 18C,30Cグリッドで須恵器，土師器の出土が多い。28El, 14~100 

ラインのグリッドの発掘作業を行う。 60ラインのグリッドで須恵器が多く検出された。 30Cで
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吹子口が検出された。 29日， 40ライソのグリッドの発掘作業を行う。 40ライソでは須恵器，土

師器が比較的多く検出された。 30日， 2 ~22ライソのグリッドの発掘作業を行う。 1日， 14~

17D, Cグリッド第3層から須恵器，土師器が検出され， 16Cグリッド第4屈の灰色粘土層か

ら須恵器蓋壺等が検出され， llCグリッドでは泥炭隠の切れがみられる。

12月3日~8日 . 3月， 12Dグリッド， 64~68ラインのグリッドの発掘作業を行う。 12Dグ

リッドでは横瓶が検出された。 4日，64~69C,Dグリッドを梨中的に発掘する。午後から吹

雪になり作業を中止する。5~8 13, 積雪が約50cmとなり発掘作業ができず，雪を除きながら

グリッドの断面図作成を行う。

12月10日~15日 部分的な発掘作業と併行しながら，グリッド断面の実測作業及び写真撮彩

作業を行い，15日，現場での作業を終了した。

12月17日~19日 現場（乍業終了の厳終打合せを行い，器材，出土追物，記録，因面等の点検，

盤理を行い，19日，器材，逍物等の撤収を行い全作業を完了した。

長期にわたる本発掘調査に対して，調査員はもとより，交渉等種々の問題解決にあたられに

小野塚喜一，長谷川長雄，浅野喜一，悔藤権蔵の各氏をはじめ，中ノロ村当局，中ノロ村教育

委員会，地権者の方々から多大なる御援助，御協力を賜わったことに対し，ここに深く惑謝の

意を表する次第である。

また文化行政課 本間嘉哨課長をはじめ1敗員一同のあたたかい支援を受けたことを明記して

おきたい。なお，本発掘調査の調査団組餓は次のとおりである。

（本間（酋昭）

調査担当者 本 11JJ信昭（県教育庁文化行政課主事・IJ本考古学協会員）

調査員 家田順一郎（県教育庁文化行政課啜託）

作業員 打越 ・牧ヶ島 ・西村の有志

協力 員 小ノロ村役場

中ノロ村教育委員会

佐々木民十郎 ・小野 操 • 宮腰辰雄 ・西村折作 ・｛却媒健三郎 ・長沼 牌

大野三男

事務局 柴野逹男（県教育庁文化行政課管理係長）

小野栄一（県教育庁文化行政課主事）

苅部啓子（県教育庁文化行政誅堀託）

-3-



Il 遺 跡

1. 立地と中ノロ村の遺跡

新潟平野は，信涙 ・阿賀野の二大河川をはじめ，県境の山地を源にする中小河川の堆禎によ

り形成され，河川の後背湿地と而側を砂丘でふさがれた内陸に多くの潟湖を残した。これらは

近世中期以降に干拓が進められるまでは，ほとんど手のつけようのない）腐水地帯であった。

中ノロ村は新為市の南東約25細にあり，中ノ 1:1Jl1の左洋に位匹する典型的な農村である。：：：：

角州性の汀言涙川 ・西川低地：：に属し，探高2~3mの平坦地であるが，マクロにみると南か

ら北へやや煩斜している。茶院逍跡の四約8lanに弥彦山地があり，東へ約12畑で東山丘悛に達

する。この間で追跡付近はもっとも低く，椋裔は約2.1 niである。周辺には多くの自然堤IりJ• 
（社IJ

微高地が存在するが，水田面との比高はlIll, に達しない。このため大正年間に信猿川の分水が

完成するまでは年街に洪水に襲われており，上流の出水はもとより，下流での破堤に際しても，
（註2)

たびたび逆水に見舞われた記録が残されている。

中之lコ村周辺の低地では'.:L:r:ili器 ・須恵器むより古い造物は発見されていない。主に中ノロ村

以南の自然堤防で多くの遺跡が発見されているが，その過半は奈良～平安時代に属すると1韮定

されるものであり，残りのほとんどの造跡は中也と考えられている。

このことは中ノロ村をi:i"位と した湯合も例外ではない。第1図に示しに11地点の内,ii{けは，

1 · 3•5 · 8 ·9 が土n,1澤 ・ 須恵器の出土地であり， 2・4・6・7・10の各地点では中Ill:

のlif,;JI貞土器が発見されている。このうち4は2地点あるが，南側の地点は宇?JI'古志神社境内に

あった塚で，径3m · ,:::i さ l.Sm といわれ，骨蔵器をJ~ll蔵してし、た。 また北側の地点は打越館

跡と祉定されており，I翌1版第 1・3図にみるように，一辺が約80mの方形の造椒は上塁 ・堀跡

が残存している。なお中ノ島村においては，他に大字姥島 ・針ヶ付根 ・三ツIILJ等で土(:di器また

は須恵器が出土したと伝えられるか，今日，地点が不明になっている。

（家111順一郎）

註1 鈴木郁夫「地形l区分図J r頻斜区分1記（門消g開発地域土地分煩基本濶査—―—内野 ・ 弥彦』新砧県
昭和48年）

註2 I 「l中康子「江戸中期以降における小高 • 佐渡地区の災害について」(~燕郷土史考＝第5りさ 燕iii
教Y-1委員会昭和48年）

r元治元年 (1864)・…• •三月二八 1:1 には中ノ I.I 川が出水し大念（味方村 ・ 引用者註）の堤防が百五十

1:11笥にわたって切れ， …•••そのために鎧恥から逆水し打越まで水が来る程であった。J (44.) 

噂治八年 (1875)七月九13出水し， ……中／口川では味方，吉井に破堤があり，このため打越長

所まで逆水した。J(45) 
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第 1図 周辺の地形と沿跡
］．万坊江 2. 西村 3-茶院 4-宇智古志神社塚 ・打越館 5. 天神
6. 河1/.11八幡 7. 福島 8-原塚 9-見対 10. 東船越館 11. 邸野也館

-5-

（国土地理院発行）
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2. グリッドの設定 （第2図）

発掘調在地点における道路法線は，ほぽN5°Wを軸とする直線で，東西に60mの巾をもって

いる。すでに耕地1餞11した水田なので，表面からの観察によって造跡の中心を決めることは困

雉であったが，旧畑地や塚の存在した位置土器出土地点などに閾する情報を参考にして，大

字打越字宮上甲から字羽品に至る210mの間に杭打ちを行なった。

グリッドは3X3mを一区画として設定し，これに北から南へ1~70, 東から西へA~Tの

記号をつけ， 1 A~70Tのように組み合わせグリッドの名称とした。

3. 土 層

調査区域の土層を概観するため， Kラインにおける南北方向の断面図から抽出して第3図を

作成した。以下，各mについて若干の説明を行なう。

全域が水田なので，表倍の20~30cmの問は共通の煎である。すなわち1陪が平均lOc111の耕土，

2層は8~20clllの厚さの粘土層で胃灰色を呈している。この部分は耕地整理により，人為的に

移動され．沿成された：K悩とみなして差しつかえない。

3陪は，ほぽ6C • 14K・22Sを結ぶ線の北側にのみ認められる。色潤からは2I悦と明らか

に区別できるが，感触において相違は認められない。

4 層は黙色または黒褐色の廊枇l土である。この附の様相は図版第 4• 5図にみられるように，

所により，かなり異なっている。倍の厚さは14C北壁など5cm程度の所から約40cmの所まであ

り，調行地域の南半部では10~151:111の厚さの水平堆積を示すが，北半部では2C西偲に代表さ

れるように南東から北西に傾斜している。また地’員においては随所に22C東陸のように，灰褐

O NO 70 54 46 30 26 14 2 

40 

60 
l I I I I I I I 

I I 
5 

第 3図 土府柱状図

1. 耕土 2. i:r灰色粘土 3. 暗灰色粘土 4. 黒色腐植土 s. 灰色粘土
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色粘土が混入し斑状を呈する所が認められる。 この s
■
 °

■
 

k
■
 

G
■
 

2
 

c

・摺の地質は湿原植物の造体が堆積した泥炭または泥

炭質粘士と考えられるが，すでに黒泥化していて，

肉眼で1ff(物造体を認めることはできなかった。

5 J罰は灰色粘土層である。

所により省灰色を示すが，

できなかった。

4罰の下部において，

その一般的な頻向は把握

第4図は土層断面i図を作成したグリッドについて

4層 ・腐植土層の部分を黒で表わし，相対的に遣物

誠の多かった地域に網目をかぷせたものである。

白ヌキのマス目は4層の存在しないグリッ ドで，

34Cから70Sまで北東ー南西方向に閻査地区を横断

している。 この地域は第3図の46K・30Kのように

5層 ・灰色粘土層のレペルが相対的に高いところか

ら，微高地の名残りと推定できょう。北西ー南東方

向の「hは一様でないが，おおむね30m程である。第

1図と図版第1図を参照すると， この微高地の北東

に西村があり， 南西に牧ケ島があって， これらを一

述のものとみなすことができる。調査地域の北西に

は沼という小字がある。

遺物の出土は全体に散没であったが，図示した 3

地点からの出土舟が相対的に多い。全域においては

1~5の各層から断片的に出土しているが， これら

の地点では腐植土層の中に比較的安定した出土状態

が認められた。 腐植土層の状況は54Kゃ26Kと同様

で，地表から30~40c111のところにl0~20c111の厚さで

水平に堆稲している。

一方，微高地と推定される帯状の地域における遣

物の出土は極めて散没で，包含層と呼ぶぺき士層は

認められず，辿構と思われるような土屈状況も発見

できなかった。 これは耕地整理によって削乎され，

湮滅したもの推定できょう。

（家田順一郎）
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皿 遺 物

本遺跡から検出された遣物は，土師器，須恵器，中世陶器，近世陶磁器，吹子口，砥石等で，

乎箱にして約2箱の蜀である。土師器，須恵器が約90バーセ‘ノト， 10パーセ‘ノトが中 ・近世陶

磁器その他の遺物である。

1. 土 師 器 （第51叉Il ~23, 第6図，図版第8図l~23) 

甕形土器 （第5図l~2:3, 第 6図 1~4 • 6~8. 図版第8図1~17 • 19~21・23)

甕形士器は細片になっているものが多く， 全体器形のとらえられるものはない。胎土は水漉

し粘土に砂を混入したもので，輪釈または巻き上げ法をとっている。焼成は悪く軟質で，褐色

またはII音褐色を呈し，器「Hiにススが付消しているものもある。

第 1類（第5図I~4) 頸部が「く 」の字状に曲り，口辺部が外餡し口唇部が突き出す。

胴部は緩やかな丸味をもってふくらみ，器面が櫛整形されている。 1は口径15.7cm, 2は口径

25cm, 3は口径27cm, 4は口径17Clllで口唇部に 1条の沈線がある。

第2類（第5図5~7) 頸部が「く 」の字状に曲り，口辺部が外領し口唇部の断面が角形

を呈する。））阿部は丸味をもってふくらみ，器面が櫛整形されている。 5は口径20.5c111, 6はロ

径20cm, 7は口径15cmで，6の口辺部中程に接合痕が残っている。

第3類（第5図8・9) 頸部が「く 」の字状に曲り，口辺部が外傾し口唇部断面が丸形を

呈する。））同部は若干張り，口辺部に横ナデ痕が残る。8は口径20c1!lで口辺部中程に接合痕が残

り， 9は口径15.8cmで口辺部が若干内包！状を呈する。

第4類（第5図）0~13) 顆部が 「く」の字状または緩やかな丸味をもって曲り， 口辺部が

外反する。 10は口径19.5位で口唇部が角形を兒し，）阿部は緩やかな丸味をも って張る。 11はロ

径18.7cmで扇祁に陵を有し，胴部が張り，最大径が胴中位にある。 12は口径20.5cmで頸部が緩

やかな丸味をもって曲る。胴部は張りが少なく，櫛格形後縦位の箆整形を施し，器厚である。

13は口径14cmで頸部の曲が緩やかで1阿部の張りが少なく，胴部が器厚である。

第5類（第5図14~18) 口辺部が外頻し口唇部で直立して断面が嘴状を呈する。胴部は垂

直に下り長胴形を呈する。 14は口径24.5c111, 15は口径20.5c111で口唇部が三角形を呈し，口辺部

に 1条の沈線を有する。 16~18は胴部が垂厖に下り長胴形を呈し， 16ば口径14.Sc↑II, 17は口径

16.8Clllで内外面が櫛整形されている。18は口径21.7c1/lで口辺部が折り返し状を呈する。

第6類（第5図19~21) 口辺部が外反し，胴部が垂直．に下り長胴形を呈する。 19は口径17

- 9-
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cmで口辺部が長い。 20・21は口辺部が短かく， 20は口径17.2cm,21は口径13cmである。

第6図1~4は胴部破片で， 1・3は内外面櫛賂形され， 2・4は外面が太く短かい平行叩

目文，内面が条のある平行叩目文となっている。

塙形土器 （第5図22,図版第8図18) 口辺部断面が三角形を呈し，頸部に一条の沈線を有す

る。胎土には細い砂が混入され，器厚で器面にススが付着している。口径は30.5cmである。

壺形土器 （第6図5・9・10) 器形はわからないが，直立する長い口辺部で中程に接合部が

ある。胎士には細い砂を混入し，駆手で焼成が悪く軟質で褐色を呈する。口径は8.7cmである。

高坪形土器 （第6図11) 脚径12cmで「ハ」の字形に開き，器内外面が櫛賂形され，胎土に

は紅IIい砂を混入している。焼成は悪く軟質で暗褐色を呈する。

底部 （第5図23,第6図6~10,図版第8図19~23) 23は底径13cmで胴部の立ち上りが外傾す

る。 6~8は平底で胴部の立ち上りが外傾して広がり， 6は底径7.7cni, 7は9.5c111で櫛整形さ

れ， 8は底径7c1n.-Cある。 9・10は壺形土器の底部と考えられ胴部が丸味をもって立ち上り，

胴部にロクロ痕が残る。 9は底径6.5c訊， 10は底径6.7cmで外面が箆整形されている。

竺

ー

II 

10cm 

第 6図 土師器（甕形土器・壺形土器・高杯形土器・底部）
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2. 須 恵 器 （第5図24,第7図～第9図1~26, 第10図，図版第9図～図版第11図1~25) 

坪形土器 （第7[図，図版第9図l~11) 

平底を有する一群を杯形土器とした。小破片となっているものが多く，器形のとらえられる

ものは13個である。

第 1類（第7図l~5) 箆起しされた底部から外領して立ち上る口辺部を有する一群で，

胎土は水漉しした粘土をそのまま使用したと推定され，砂の棉入がきわめて少ない。焼成が良

好で砥質のものは暗灰色または灰黒色を呈し， 焼成がやや悪く軟員のものは灰白色を呈する。

lは口径 14c111,底径 10cm,高さ3-4CII!で底部がわずかに丸味をおぴる。 2は口径12cm,底径7

CIII, 高さ2.9c飢で底部からの立ち上り部分が削り状を呈する。 3は口径18cm,底径8.3cm,高さ

3.1cmで底部がわずかに厚く，立ち上り部分が削り状を呈する。 口辺部内面に段が残る。 4は

ロ径14cm,底径10.4cin,閥さ 3.3Cli!で底部が厚く，箆起し後ナデが行われている。立ち上り部

は削り状を呈し， 口辺部内面に段が残る。 5は口径15cm,底径 10.6cm,高さ 3.5c111で底部は箆

起し後ナデが行われている。器は全体に菊く，焼成が悪く軟質で灰白色を呈する。

第2類（第7図7) 7は口径14cm,底径9.4cm,高さ3.3c皿で底部は箆起し後ナデを行って

いる。 立ち上り部は削り状を呈し， 底部が高台状を呈する。口辺部は内悶ぎみに立ち上り，底

部内面の凹凸が大きい。胎士は水漉し粘土をそのまま使用し，焼成が良く硬質で外面茶褐色を

呈し， 内面は暗灰色を呈する。

底部（第7図6・8~13) 6は底径 11.Scn四底部が箆起しされ，立ち上り部がわずかな肖lj

り状を呈する。 8は底径8.6cmで底部が箆起しの際の差し込みが深く高台状を呈する。 9は底

径7.5cmで底部は箆起し後ナデを行っている。 10は底径l0e1nで焼成が悪く軟質で灰白色を呈す

る。11は底径9.5c1nで底部が丸味をおび，胎土に砂を含み焼成は良く硬質で灰色を呈する。 12 

は底径5.3c111で底部が厚く，立ち上り部が削り状を呈し大きく外領する。 13は底径5位で底部

からの立ち上りが大きく外煩する。

埼形土器 （第8図1~11,図版第9図12~20)

高台を有する一群を婉形土器とした。婉形土器で全体器形のわかるものは 1点もなく，高台

の形によって分類を試みた。

第 1類（第8図I) 1は口径llc111,底径6.3c双， 高さ4-5C71!で高台部分を欠除している。底

部は箆起しされ，付高台となっている。立ち上り部が「く」の字状に屈曲し，口辺部が外傾し

て立ち上る。器は2枚の粘土板を張り合わせたようになっており，断面中間で内面と外面が分

離している。内面は灰黒色を呈し，外面は暗灰黒褐色を呈する。 ）I釦土は水漉し粘土をそのまま

使用し，焼成は良く蔽質である。

- 12 -



ロロ
□

ロ
ノ
ー

~ 
-• 
＼
 
ー5

1こ—~

＼ 
12 

＼、 ~
13 

4
 

L..../ 
6
 

＼
 一
＼
 

10 

11 

。
10cm 

●
 

第 7 図 須 恵 器 （杯形土器：：

-13-



第2類（第8図2) 2は底径10.3cmで底部が箆起しされ，立ち上り部分が削り状を呈し，

外頻して立ち上る。高台は垂直に接着され，細く先端部が内削ぎ状を呈する。胎土は水漉し粘

士に細砂が混入され，焼成は良く硬質で灰黒色を呈する。

第3類（第8図3~6) 高台が垂匝または外頻して接着され，先端部が外方に突き出す一

群で高台が厚い。 3は底径11cmで底部が箆起しされ，底部からの立ち上り部が緩やかな丸味を

もって曲る。胎土は水漉し粘土をそのまま使用している。 4は底径llc,iしで立ち上り部が緩やか

な曲りをもっている。胎土は水漉し粘土に細砂を混入している。 5は底径12c飢で立ち上り部が

屈曲し器1駐で，胎土は水漉し粘土をそのまま使用している。いずれも焼成は良く硬質で灰色を

呈する。 6は底径11cmで立ち上りが緩やかに屈曲して立ち上る。胎士は水漉し粘土に大粒の砂

が少羹混る。焼成は良く硬質で，外面は）灰黒色，内面は灰褐色を呈する。

第4類（策8図7~9) 高台が垂直に接培され，内慧状を呈し先端部が内側に突き出す一群

で， 7しま底径7cmを計る。底部が厚く，高台は削り整形をしている。胎土は水漉し粘土をそのま

ま使用し，焼｝成は良く灰黒色を呈する。 8は底径9c肌で底部からの立ち上りが緩やかな丸味を

もっている。高台は細くて低い。 9は底径6Clllで•高台が内側に巻き込む。胎土は水漉し粘土を

そのまま使用し，焼成が良く硬質である。器内外面は灰黒褐色を呈し，内部は茶褐色を呈する。

第5類（第8図10) 10は底径10cmで底部が厚く，高台が外方に開いて接着されている。胎

土は水漉し粘土に少飛の砂を混入し，焼成が良く硬質で灰色を呈する。

蓋形土器（第8図12~21,図版第10図1~8) 

蓋は図示できるものが10点あり，全体器形のとらえられるものが5点ある。

第 1類（第8図12・13) 短頸壺の蓋で，12は口径13.3c111, 高さ4-lc! 几，摘径2.4c111を計る。

天井部が水平で厚く，口辺部が垂直に近く下り，わずかに外方に開く。口唇部は外削ぎ状に削

られ先端部が内側に突きだしている。摘は扁平な宝珠形を呈し賂形後接着されている。天井部

は左回転の箆削り整形が行われ，側面，内面はナデ整形されている。胎土は水漉し粘土に少最

の荒砂を混入し，焼成は良く硬質で灰黒褐色を呈する。 13は口径13.7cm, 高さ 4C11tを計る。 天

井部は水平で曲り部が薄く，口辺部が丸味をもって垂直に下り，口唇部が外削ぎ状を呈する。

曲り部分に1条の凹線を有し，摘は高く突き出す宝珠形を呈する。天井部は左回転の箆削り脆

形が行われ，側面，内面はナデ整形され，摘は賂形後接着されている。摘基部には接着のため

か灰釉が塗布されている。胎土は水漉し粘土に荒砂を少量混入し，焼成は良く硬質で灰黒褐色

を呈する。

第 2 類（第8図14 • 15) 口辺部が断面三角形の嘴状を呈する一群で， •14は口径16cm, 高さ

3.1cm, 摘径3cmを計り， 天井部が厚く，疸線的な傾斜をもって口辺部に至る。天井部はナデ

整形され，中心部から半分はナデ撒形後に右回転の箆削り賂形をしている。摘は扁平な宝珠形

を呈する。胎土は水漉し粘土に少最の砂を混入し，焼成は良く青灰色を呈する。 15は口径15cm

- 14- v 
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で天井部が下り，肩部を作って口辺部に至る。天井部から眉部下にかけて右回転の箆削り挽形

後， 口辺部から肩部にかけてナデ服を形をしている。胎土は水漉し粘土に少撒の砂を砒入し，焼

成が良く青灰色を呈する。

第3煩（第81図16~18) 口辺部の断面が丸い嘴状を呈する一群で・.16は口径16cmを計る。

天井部は左回転の箆削り整形によって緩やかな周部を作り口辺部に至る。口辺部は折り曲げ状

を呈する。胎土は水漉し粘土に少監の砂を混入し，焼成が良く宵灰色を呈する。 17は口径13cm,

渇さ 3CIII, 摘径3.2cntで丸い山状を晏し，天井部は左回転の箆整形をしている。 摘は上面がく

ぽみ，その中心が突出する。 Jj台土は水漉し粘土に砂を多く批入し，焼／成が良く灰色を呈する。

18は口径15位で口唇部に 1条の沈線を有する。胎土は水泄し粘土に砂を少巌訟入し，焼成は良

くII音灰色を呈する。

第4類（第81図19) 19は口径15c111,高さ2.9c111, 摘径3.2cmで天井部が緩やかに下向してロ

辺部に至る。口辺部は内傾し巻き込み状を呈する。器全体が｝駁手で，巻き痕が明瞭に残り，摘

は扁平な宝珠形を呈する。胎土は水漉し粘土をそのまま使用し，焼成は良く硬質で賠灰色を呈

する。

20は天井部が水平で右回転の箆削りによって天井部が作られている。摘は扁平な宝珠形を呈

し径3.5cn↓を計る。摘 ・天井部の形態から第2類に屈すると考えられる。胎土は水漉し粘土に

少殿の砂を混入し，焼成は良く硬質で淡灰褐色を呈する。 21は径3.5c111の摘で，上面が深くく

ぼみ中心がわずかに突き出している。胎土は水漉し粘土に細い砂を混入し，焼成は良く硬質で

胄灰色を呈する。

甕形土器 （第 5 図24 •第9図1~24, 第101図l,図版第11図1~23)

甕形土器は破片になっているものが多く，図示できたのは2点にすぎない。

第5図24は口径49cm,を計る大形甕で， 口辺部中位に段を有し外反する。口縁の断面は角形を

呈し口唇部が直立する。口唇部下に 1条の沈線口縁の横と下に 1条の凹線がある。胎土は水

漉し粘土に大粒の砂を混入し，焼成が良く硬質で灰黒色を呈する。第10図1は頸部が「く」の

字状に屈曲して肩が張り，外傾して立つ。内面には円形111旧文が施されている。胎土は水漉し

粘土に砂を混入し，焼成は良く硬貨で灰黒色を呈する。第9図1~24は胴部破片で， 1~7は

外面に格子目状叩目文が施され，内面に同心円叩目文が施されている。 4の同心11:Jlljl目文には

中心から外周へ1条の凸線がある。 8~11は外面に格子目状1111目文を施し，内面に同心円叩目

文と平印ll目文を複合させ，平行叩目文後に同心円11111主文を施している。 12~14は外面に格子

目状llJI目文，内面に平行np目文を施している。 15は外面に格子目状1111目文を施したあとナデ調

撒され，内面は圧痕となっている。 16~24は外面に平行叩目文，内面に同心円叩目文が施され

ており， 18は櫛照形後平行叩目文し， 19・24は叩整形後櫛による部分整形がみられる。

- 16 -
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壺形土器 （第10凶2~6,図版第9凶21~26)

壺形土器は5点が検出されたが，全体の器形がとらえられるものはない。

2は口径8.7cmを計る短頸壺で，口辺部が短かく直立し，口唇部が内削ぎ状を呈する。頸部

は「く」の字状に屈曲し，屑部が下り緩やかに曲る。 II年土は水漉し粘土に砂を料入し，焼成が

良く灰黒色を呈する。3はII阿部で綸積痕が明瞭に残り， 内面，外面に平行叩目文が施されてし、

る。胎土は水漉し粘土に砂を混入し，焼成が良く硬質で灰黒色を呈する。 4は長頸壺の頸部で

輪積痕を残し，頸部から肩部が 「く」の字状に曲る。胎土は水漉し粘土をそのまま使い，焼成

が良く硬質で黒灰色を呈する。5は底部で底径8.5c111を計る。 底部から丸味をもって立ち上り，

厚手である。高台は付高台て垂直に接消されている。胎土は水漉し粘土がそのまま使用されて

いるが細かな礫が此っている。焼成は良く価質で灰色を呈する。6の＇沿形は不明であるがここ

では壺の高台として扱っに。底径l4C111で 「ハ」の字形に外方に1井lきii倫積の段がみられる。胎土

は水漉し粘土に砂を混入し，焼成が良く硬質で灰黒色を呈する。

横 瓶 （第 9 図25 • 26 • 第LOI図7.I図版第10図9, ~~I版第11図24 · 25)

柚瓶は3点検出されたが全体の器形がとらえられるものはない。

第9図7は)J阿部で，左右に円板状の粘土板の益を張り合せたもので，外面はロクロによるか

二

｀ I Oc• 

第 10図 須恵器（甕形土器・壺形土器・横瓶）

- 18-



き目挽形が行われ，内面は同心円叩目文が施されている。外面には自然の灰釉がかかり，焼成

時の支えの土器片が付着している。胎土は粘土に荒砂を混入し，焼成が良く砥質で灰色を呈す

る。25・26は外面にロクロによるかき目痕が残り，内面は同心円叩目文となっている。

3. 中世・近世の険器 （第9図27, 図版第11図26 • 31~33) 

中世の陶器は 1点で， 27は外面に平行叩目文が施され，胎土は流＜砂を多く含んでいる。焼

成は良く硬質で暗灰色を呈する。室町時代頃の珠洲系陶質土器であろう。

近世の陶器は日常容器片が検出されており，甕，摺鉢，塊等である。図版第11図31・32は摺

鉢底部で， 31は糸切の平底を有し，32は1駐い大きな高台がついている。33は甕の底部？高台が

付し、てしヽる。

4. その他の遺物

吹子口 （第111乱図版第8図24)

吹子口は 1点検出され，円筒形を呈し

先端部が焼けている。全長はわからない

が，現存中央部径は6Cl几， 風孔径2.5cm

である。胎土は水漉しされた粘土を使用

し，焼成が悲＜軟質で褐色を呈する。

i

i

i

-一

／
＼
CScm 

-万

一。第 11 図 吹子• ロ

砥石 （第12図1~4,I凶1版坑11図

27~30) 

lは角柱形をしていたものと

考えられ， 3面の砥面があり 1

条の切断時についたと考えられ

る料がある。 2は板状を呈し4

面に砥面を持っている。 3・4

は角柱形で， 4面の砥面を持っ

ている。石質は硬い凝灰岩質の

ものと思われる。殷業用鎌砥石

と考えられるが時代等について

はわからなI,ヽ0

（本問侶昭）

ロ
2
 

第12図 砥

4
 

0 5cm 
3 I , , , , I 

石
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W 総 括

1. 土器について

(l) 土f:1li器について

本遣跡で検出された土i'.:ili器は甕，禍，壺， 1.;;j杯である。発掘は層位的に行われたが大規校な

柑盤整Viiiが行われた水田のため，出土造物を屈位的に分類することができず，位の多い甕形土

器について器形による分類を行った。ここではこの分類をもとに他造跡との比較 ・検討を行い，

本辿跡出土の土(:11i器について考えてみる。

新褐県において 9世紀前後の造跡として潤在されにものには長所追跡，半ノ木遣跡，内Ill]遺

跡，浜田逍跡，長表遺跡等がある。
（柱1)

長所逍跡出土の甕形土器は細片となっているが，本辿跡鹿第5類に属するもので，糸切此の
（註2)

杯，内黒の塊が9半1.Bし， 9世紀後半~11世紀とされている。半ノ木遺跡は住居址の検出と造物

の隊が多かったことなどから良好な逍跡であったと同時に，H:居址における土師器の七ッ トl閑

係が明らかになった。半ノ木造跡の土師器のセットは甕．渦，椀の三器柚で，甕形士器は本辿

跡第 1類，第5類に駈するもので，第5類が,1,心となっている。この遺跡からは愛知県猿投窯
（註3)

の緑釉鉢が9半出しており，これらを考え合せて 8~10世紀の年代を与えている。内Ill]逍跡の甕
（詫4)

形土悩は6、点あり，本追跡第 1類，船5頬に9成し，8~10世紀としてし、る。浜ljj遺跡におし、て

は須恵器が主体をr.'.iめており， こl:.(:11i器は杯，三足土沿で甕形土悩がわからない。しかし分類」―;

古式土師器として扱った一群に長)II刈形を呈する槻・形土器があり， これらの中に本遺跡，第2
(;ti: 5) 

類 • 第4脚こ類似するものがみられる。また浜出逍跡の闊,,,j甕は長野県安宅遺跡の甕形上器に

類似性がみられ，安宅追跡が8批紀としており，浜田追跡の長）]l,,J甕もこの時期と してとらえる
（北6)

のが妥当かも知れない。長表遺跡における土(mi器は杯のみで，直接の比較はできないが多l恵器

の伴出している。土llrli器については9世紀後半，伴出の頷恵器が8世紀初頭~9世紀とされて

い甕，禍がる。貼内の造跡ては第1鼠第2類，第4類，第5類に屈するものがとらえられ，

特に第5類が中心となっている。
（註7) (荘8)

県外の追跡と比較すると，第 1類は石川県三浦辿跡中陪甕A類，保賀B造跡B類，富山県中
（注9)

山南追跡に近似するものがあり， 8~91止紀の年代}; あてられている。第2類は‘出山県中山南
（註10)

逍跡に近似するものがあり 8世紀中頃~9世紀とされている。第3類は石川県矢田新遣跡，千
（註II)

崎遺跡14号住居址出土の甕に類似しており，前者は8世紀，後者は平安時代中期とされているc
（北12)

第4頬は石川県勅使遺跡7号糾，長野県安宅追跡，などに類似するものがみられ，第5因11の
C',113) (註14)

肩に陵を有し）JI•~ が張る甕は東北地方に多くみられ，岩手県堀野造跡，仙波提遺跡等で出土して

いる甕が本遺跡のものに類似している。また第5図12の箆による縦方向の削り整形のものは鬼
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泊j期以降の甕形土器に用いられている技法で，関東地方に多く見られる。これらは8世紀～平

安時代中期頃とされている。第5類は北陸地方，西日本一帯に広く分布 しており，特に北陸地方
（註15)

に典型的なものがみられ，石川県三rrn遺跡巾層，矢田新遺跡，富山県中山南逍跡，小森谷遺跡
（註16)

等では主体を占めていが，全体器形のとらえられるものは少なく石川県金沢市専光寺町出土の

長胴を呈し丸底の甕はその典型でjj『11部が，横ナデとIIリによって幣形されている。本逍跡におい

ても1111目文のある底部附近の破）十がみられる。これらは8世紀~9且紀とされている。第6類
（註17)

は石川県保賀B造跡，千銃逍跡．宮ILi限じょうべのま逍跡等に類似するものがあり，8世紀～

9枇紀とされている。

また胎土については水漉しされた粘土に砂を多く混入しており，焼成は悪い。製作の点でぱ

輪釈または巻き上げ法をとっており，各造跡出土の甕形：I・；器と共通してし、る。

このように本追跡出土の甕形土器と他遺跡出士の甕形：l::器は類例と比較により 8~10世紀の

年代を与えることができよう。しかし8世紀中頃~9世紀前半と9世紀後半~10世紀における
(:t18) 

甕形土堺の形態的相異は，富山県高瀬遣跡とじょうべのま追跡，石川県三補遺跡における中層

と」ゴ爵の甕形土器の形態的な相異としてとらえることができ， 8世紀中頃~91止紀前半にかけ

ては本遣跡第5類を中心とする艇形土器となり， 9世紀後半~10世紀にかけての甕形土器は，
（註19)

石川県三浦遣跡」ゴ籠安狼寺逍跡でみられる口辺部が 「S」字状に屈曲する形態をとるものと

考えられる。 したがって本遺跡出十．の甕形土器は8世紀中頃~9世紀前半と考えるのが現段陛

では妥当であろう。 （本間伯 1沼）

註1 「長所追跡の概要」燕郷土史考第2媒昭和45年

2 本問儒昭 「南補原郡栄村半ノ木造跡調森調査報告J(『埋蔵文化財緊急調杏報告書第1』新渇県教育

委員会） 昭和48年

3 本ltl/cl"昭・家田順一郎・駒形敏朗「内町造跡調査報告」（『埋蔵文化財緊急調査報告第3』新潟県教

育委員会） 昭和49年

4 本問嘉哨..関雅之 • 本問信昭『浜田追跡』真野町教育委員会 昭和50年

5 佐藤甦信 「安宅追跡出土の土器J(『土師式土器熊成4』) 昭和49年

吉岡康暢氏の御教示による。

6 中村孝三郎・金子拓男 ・中品栄一．．池田享『長表遺跡』六日町教育委員会 昭和50年

7 高堀勝喜・金山顕光・吉岡康暢・浅香年木『加袈三浦造跡の研究』石川考古学研究会 昭和42年

8 吉岡康暢「保賀B造跡出土の土器」（『土師式土器択成4』) 昭和49年

9 『小杉町中山南遺跡』富山県教育委員会 昭和46年

10 「/JII賀天田新逍跡の第1次調査」（『研究紀要第6集』小松市立栂物館） 昭和46年

11 四柳嘉究・高抵裕『加賀市千崎・大島造跡』石川県教育委員会 昭和47年

12 EEl(.J; 明人 『加賀市勅使逍跡群発掘調査報告菌』石川県教育委員会 昭和50年

13 草閾俊一『堀野追跡』福岡町教育委員会昭和40年

14 草間俊一 「仙波提辿跡出土の土器」（『土師式土器集成4』) 昭和49年

15 『小矢部市小森谷遺跡』霜山県教育委員会 昭和48年

Hi 註7に同じ
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17 「じょうべのま遺跡J (『埋蔵文化財調府報告罰』富山保教育委員会） 昭和49年

18 註17に同じ

19 湯尻修平・塚野秀箪『安殺寺追跡群 （上林地区） 調査報告』石川県教育委員会昭和50年

(2) 須恵器について

本遣において検出された須恵器は杯・塊 ・蓋 ・甕・壺 ・拙瓶の 6器稲が検出されたが，いず

れも少覺で，全体器形のとらえられるものが杯と器に限られてし・ヽ るため，器種を誠的に検討す

ることができない。また前項でのべにように陪位による分類ができないので，本項では器形に

よる他逍跡との比較をするに止めたい。

杯はすべて箆起し技法による底部の切り離しが行われ，その後さらに回転による箆の削りに
（註l)

よる再整形がなされている。県内でこの再整形の技法は浜田造跡の塊で顕著にみられ細かく指
（註2)

摘されている。また同様の技法は長表遣跡においてもみられるが，本造跡の杯では最後に行わ

れた横ナデ調賂によって，浜田遺跡，長表造跡などでみられるほど顕著ではない。器形におい
（註3) (註4)

ては浜田遣跡，半ノ木過跡，長表逍追跡1A・1 D, 石川保未町窯址群などで検出されている

ものに類似しており，これらは8~9世紀に比定されている。

婉は全体器形のわかるものがなく，高台の形態による比較しかできない。底部は箆起しによ

る切り離しで，高台が接着されている。接着部は回転による横ナデが行われ，底部外周部分の

箆起し痕が消えている。器形からは第 1類の杯部に第2類，第3類の高台の付くものが浜田遣
（註5)

跡，半ノ木遣跡でみられ，高台部分の類似するものが石川県三浦遺跡中層にある。また第4類

とした高台は浜EB;遺跡，半ノ木造跡， 石川県末町窯址群などでみられ，これら第1頬～第4類
（註6)

は8~91止紀と考えられている。第5類とした高台は石川脹三捕遺跡上陪の灰釉，・白磁陶器，
m?) c註 8)

安挫寺遣跡，柴木辿跡の塊，IIIL形土器に類似するものがみられ，これらと同一視できるとすれ

ば10世紀前後のものとしてとらえられる。

蓋は容器との組み合せにおいて短頸壺と杯又は婉の蓋と分けることができる。第 1類は短頚
（註9) (lft!O) 

壺の蓋で，県内においてあまり報告例がなく，狼沢窯址， IM1野窯址において報告されているも

のは形態を異にしている。本遺跡のものと形態の類似するものは石川県三浦造跡中層，安養寺
（註LI)

追跡B地点にみられる。またこの形態をもつ蓋は正倉院の須恵器壺奈良時代から平安時代に

かけての墳墓から発見されている短頸壺の骨蔵器の蓋に類例を多く見ることができ， 8世紀か

ら9世紀にかけて隆盛をきわめる短頸壺と共存するものと考えられる。第2類～第4類は杯叉

は婉の蓋で，第2類，第3類は半ノ木遣跡，浜田遺跡， I笥野窯址，石川県三浦辿跡中層など8

~9世紀の追跡に類例が多くみられる。また第4類の内側に巻き込む口唇部をもつものは，半
（註12) (註13¥ (註14)

ノ木造跡，石川県三浦造跡上屈，西島遣跡，富山県中山南遺跡，福山追跡などに類例があり，

9 ~10世紀頃とされてし、る。
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甕は細片になっており，第5図24にみられる口辺辺部に段を有するものは石川県安稚寺追跡

A地点の甕にみられ，口辺部に櫛描き波状文が施されている。
（註15)

壺形土器は短頸壺と長頸壺が検出されている。短頸壺は半ノ木逍跡，問野窯址，七本松窯址

などで検出されているが形態が異なる。形態の類似するものは石川県西島遣跡，祉山県中山南

辿跡などにみられ，9 ~10枇紀頃とされている。

柚瓶は県内でも各逍跡から検出されているが，年代を決定するまでには至っておらず， 8~ 

10枇紀頃にかけて多泣に焼かれたものと考えられる。

北陸地方における須恵器の編年が確立していない現段階において本遺跡出士の須恵器の年代

の決定には問題があるが，（い逍味との比較において8世紀~10世紀のITI広い年代が考えられる。

しかし全体器形のとらえられた杯，器において8世紀中頃~9世紀前半に比定できるものと考

えらる。短頸壺と第4類の蓋は他造跡との比較において 9世紀後半~10皿紀の年代が考えられ

るが，短頸壺の隆盛が8~9世紀と考えられる1]fからして，この時期としてとらえるのが妥当

であるかも知れない。これら短頸壺口唇部が内側に巻き込む蓋については類例を待って今後

の検討としたい。

（本Iiり信昭）

註 1 本闊嘉晴 • 関雅之 • 本間信昭 『浜田追跡』哀野町教育委員会 昭和50年

2 中村孝三郎 ・金子拓男 ・中島栄一・ 池田享 『長表造跡』 六日町教育委員会 昭和50年

3 本問伯昭 • 関雅之 ・ 玉木哲可術庸原郡栄村半／木遺跡濶森報告」 （『狸蔵文化財緊急調森報告街第 1 』

新忍県教育委員会） 昭和48年

4 小島芳孝「金沢市末町附近の窯址群とその歴史的性格」石川考古学研究会会誌18号昭和50年

5 高堀勝喜 ・金山顕光・吉岡康暢 ・浅香年木『加賀三浦逍跡の研究』石）11考古学研究会 昭和42年

6 註5に同じ

7 湯尻修平 ・塚野秀箪 『安痰寺逍跡群 （上林地区）調脊報告』石川県教育委員会 昭和50年

8 中島俊ー・梶幸夫『安狡寺追跡群発掘調査概報』石川県教育委員会 昭和50年

9 •NII成夫 ・ ）II上貞夫 ・土井義雄『狼沢窓址群の調査』笹神村教百委員会 昭和48年

10 中川成夫 ・小出義治 ・甘糟健「古志郡山本村lilt野究跡発掘調査報告書」越佐研究第13渠 昭和33年

11 『花倉院の陶器』日本経済新屈1社昭和46年

12 平田天秋 ・栢本沿夫『加賀市西i:ti逍跡』石川県教育委員会 昭和48年

13 『小杉町中山南逍跡』富山保教育委員会昭和46年

14 『埋蔵文化財調査報告1Jl』富山県教育委員会 昭和49年

15 中）11成夫 ・倉田芳!'!fl「新津田家七本松須忍器窯址発掘調在報告.J越佐研究第11集昭和31年
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2. まとめ

新褐平野は早くから開拓され，今Flまでの長い間にくり返し甚盤整備などの地形の形状変更

が行われてきた。これらの形状変更は平野部に存在していに多くの遺跡を破壊栖滅させてき

た反頂i,遺跡発見の起因にもなっていた。新褐平野で発掘調査が行われるようになってきたの

は近年のことで，その結果，栄村半ノ木追跡，長畑追跡などのように保存状態の良い遺跡の存

布が明らかになり，低湿地における追跡がt.l:目されてきた。

茶院遺跡は戦後発見され，その後行われた大規松な圃場整備によって造跡の大部分が破壊さ

れた。そのため本辿跡からは造棉が検出されず，逍跡の中心部及ぴ性格については究明できな

かったが，追物の出土贔：の多いことや， 土,~観察において微高地の存在が考えられることなど

から，本発掘地もしくはその周辺のいずれかに古代梨落があったものと推察される。

また本追跡で検出した土f~li器， 須恵器の中心をなすものは9也遺跡との比較において 8 世紀中

頃~9世紀前半に位置するものと考えられるが， 一部の須恵器については9世紀後半~10世紀

頃とも考えられるのでなお検討の必要があろう。

茶院追跡廿＇1ごしの士（釦l器甕は製作技法において，旧態の土（鉗器製作技法をとっているものと，

須恵器の製作技法を取り入れたと考えられるものがある。第5類とした長胴甕は須恵梱技法に
（註I) (註2)

よるものと考えられ，狼沢窯址，石川県末IIIT1号窯址などで検出されている叙恵器甕に類似し
（註3)

ている。これらは石川県専光寺町出土の土師り怜甕と同様のものと考えられ， I)阿部を樅ナデと叩

きによって照形している。これは旧来の土師器甕においてみられない技法で須恵器甕の製作に

おいて用いられている技法である。 8~9世紀においては土師器甕と須恵器鹿の両方が作られ

ており ， —-ヒ（面器の器種のほとんどが須忠器に変ってきている。 土師器として残っているものは

甕禍，婉の三器種に限られてきているが，甕禍においては須恵器と同様の器形，技法をと

るものが焼かれ飛的に•も多なってきている。これらのことから北陸地方における土師器甕， 禍

の製作において須忠器の製作技法が取り入れられてくるのは8世紀後半頃からと推定され， 土
（註4)

閻品の終末期(t'J様相を昂するものと考えられる。また藤塚貝塚上屠においては須恵器の高台付

椀と同様のものが土rm器の焼成になっており， これらが贔的にも多いことから， ：u甜器の終末
期のあり方を示す資料として，本泄跡の心のとあわせて今後の検討としたい。

（本tm信 II召）

註 1 中川成夫・JII上貞夫・土井義雄『狼沢窓址群の調査』笹神村教育委員会 昭和48年

2 小島芳孝 r金沢市末111r附近の窯址群とその歴史的性格J 石川考古学研究会会誌18号 昭和50年

3 高堀勝喜 • 金ill顕光 • 吉岡康暢 ・ 浅香年木『加賀三浦遣跡の研究』石川考古学研究会 昭和42年

4 中川成夫・1岳I木勇 ・小n・保他『佐渡藤塚貝塚』真野町教育委員会 昭和44年
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新潟県埋蔵文化財調査報告第 5 正誤表

ペ ージ I 行 I 誤 I 正

8 下1 もの推定できよう。 ものと推定できよう。

， 下8 肩部に堅を有し， 震部に稜を有し，

18 下1 第 9図7は 第10図7は

20 下9 い褒，禍がる。 いる甕，禍がある。

20 下2 肩に墜を 肩に稜を

22 5 本巡において 本迫跡において
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